
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホーム合歓の郷（さと・やかた）

目標達成計画 作成日：　令和    ５年   ２月   ８日

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1
18
26
28

利用者のアセスメントが不十分でより良く暮らし
ていくための課題やその時々に生まれるニーズ
に対して柔軟な支援やサービスの多様化という
ところまで介護計画に反映できていない

・サービス計画担当者と各利用者の担当職
員を中心にアセスメントを行い、職員全員が
ミーティングや日々の業務の中で必要な情
報を共有していく。

・日々の利用者とのかかわりの中で必要なニー
ズを共有する。
・サービス計画作成担当者を中心に介護計画
を作成し、柔軟な発想と対応に心がける。

１２ヶ月

2

２
３

２０
２９

コロナの影響で出来る範囲での地域との交流
に努めてきたが地域の方にもっとＧＨを知って
欲しい。

・地域の方にＧＨを知ってもらい、地域との
かかわりを深めていきたい。

・現在行っている、畑や買い物等での交流の継
続
・地域活動が再開されたら、地域活動の参加 １２ヶ月

3 35

避難訓練を年に2，3回行っているが、職員も忘
れていることもある。夜間の訓練や地域との協
力体制についても再確認をする必要がある。

火災、土砂、地震等の災害時に状況に合わ
せた動きが職員全員が見につけることがで
きる。

・全体の避難訓練とＧＨ独自での避難訓練をす
る。
・火災、土砂、地震等の設定をしての避難訓練
や利用者の避難だけとか職員の動きだけ等気
軽にできる訓練を1～2か月に1回実施する。
・地域との協力体制についての再確認と訓練
の実施

１２ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


